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研究成果の概要（和文）：本研究では、碑文および文献史料の読解を通して、5世紀から13世紀のベンガルにお
ける従属支配者層の性格と、彼らと王権との権力関係の推移、すなわち、その登場、軍事奉仕を中心とする王権
との関係と領域支配に基づく権力の確立、宗教施設の建立とそれらへの施与を巡る王権との緊張関係と交渉、そ
れを含めた諸矛盾の帰結としてのカイヴァルタ反乱とその後の王権の従属支配者層への強度の依存から、それを
脱却しての王権による支配の確立、という歴史的過程を解明した。また、現地調査を通して近世東北インドの国
家形成過程との比較可能性を模索し、新出碑文の校訂および既発表碑文の再校訂も行い、一次史料の拡充に貢献
した。

研究成果の概要（英文）：This study clarifies the character of subordinate rulers and the change in 
power relation between them and the kingship in Bengal between the fifth and thirteenth centuries, 
namely, the historical process of their emergence, the establishment of their power based on the 
relation with the kingship focused on military service and the territorial control, the tension and 
negotiation between the subordinate rulers and the kingship over the construction of religious 
institutions and donations to them, the Kaivarta rebellion as a result of several contradictions, 
and the change from the heavy dependence on subordinate rulers to the established royal control in 
the aftermath of the rebellion. It also explores the possibility of a comparative study with the 
process of state formation in the early modern Northeast India and contributes to the expansion of 
primary sources through the edition of new inscriptions and re-edition of published ones.

研究分野：南アジア中世初期史

キーワード： 東洋史　南アジア　中世初期　農村社会　従属支配者層　武力

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、中世初期ベンガルにおける権力関係の歴史的変化に一貫性を持った解釈枠組を与えるものであ
り、同時代南アジア他地域における同様の過程、さらには前近代アジア諸地域における重層的政治権力の在り方
についても、応用可能性あるいは比較の対象を提供するものである。また、本研究で遂行された新出・既出碑文
の校訂・再校訂は、インド学など、歴史学に限らない、南アジア前近代を扱う様々な学術分野に信頼に足る情報
源をもたらし、その発展に貢献するものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
国家による在地支配および暴力の独占が貫徹していなかった前近代、特に分権的な政治構造

を特徴とする中世においては、様々な社会集団が武力／暴力を保持し、日常・非日常の紛争解
決の手段として行使していた。このような武力と在地支配の態様との関係を研究する上で、中
世初期南アジアで焦点となったのは、王権に軍事奉仕と貢納を行う従属支配者層であった。西
インドでは戦士・領主層であるラージプートの台頭が顕著であり、その氏族組織の形成とそれ
に基づく領域支配・軍事動員の態様が盛んに論じられてきた。これに対し、中世初期東インド
では、政治権力の地域内外の戦争への従事にもかかわらず、相当する戦士階層の台頭が見られ
ないなど、武装集団の存在の弱さが顕著であった。研究代表者は碑文をはじめとする史料の読
解を通して、(1)農民層の水平的社会結合から土地保有有力者層の台頭への農村社会の変化、(2)
王権・従属支配者間の農村社会支配を巡る緊張に満ちた権力関係、(3)商人組合を始めとする商
工業者らの組織化、そして(4)宮廷および農村社会で文化的権威を確立しつつあったブラーフマ
ナによる、諸社会集団のジャーティ（カースト）秩序としての再編成の試み、を焦点に中世初
期ベンガル農村社会の変動を研究してきたが、それらとの武力／暴力および武装集団の関わり
を対象に加えた上での考察の必要が実感された。一方、現代ベンガルには西ベンガルのアグリ
のようにクシャトリヤ・アイデンティティーを主張する支配的土地保有カーストが存在し、ま
た近世についても辺境部の農業開発に伴う狩猟採集部族首長の戦士層・領主層への成長や、ラ
ージプート的軍事エートスの登場が論じられているが、そこには近世に軍事エートスを持つ領
主層・土地保有層が登場し、近代のカースト・アイデンティティー強化の中でクシャトリヤ／
ラージプート・モデルを採用していった過程が想定される。それらの現象、さらには近世・近
代に農村支配層として現れるザミンダール層の起源を理解するには、明確な階層を形成しない
までも中世初期農村社会に存在したであろう武装集団と、それら諸集団との連続あるいは断絶
を明らかにすることが必要である。以上を背景として、本研究が着想・開始された。 

 
２．研究の目的 
本研究、ベンガル、アッサムおよびビハールの諸地域における武力およびそれを担った武装

集団の在り方と、農村社会における諸社会集団間の権力関係に対するそれらの関わりを明らか
にすることを目的とする。具体的には、当該地域に関わる碑文および文献史料から、武力／暴
力の描写とそれを行使する武装集団の記述を抽出・分析し、東インドにおける武力と武装集団
の特徴と、農村における土地をはじめとする資源の支配とそれらとの関係を解明する。その際、
同時代の北インド諸地域の碑文史料および中世初期北インド全般に関わる文献史料の読解を通
して他地域における諸要素の性格を理解し、それらとの比較により東インドにおける武力およ
び武装集団の特徴を浮き彫りにする。さらに、このような比較研究を通して明らかにされた東
インドの特徴および他地域との差異の原因を追求するが、近年の環境史および非農耕民史研究
の成果も踏まえて、西インドの乾燥地における遊牧集団の定住化・領主化によるラージプート
形成の過程と、東インドの湿潤地における農業拡大に伴う有力土地保有者層の領主化と他地域
起源の傭兵および森林狩猟・採集民の武装集団としての包含・組織化の過程の対比を、差異を
環境的・歴史的原因から説明する作業仮説とし、その検証を行う。これらによって明らかにさ
れた中世初期東インドにおける武力および武装集団の在り方を近世・近代の展開と対置するこ
とで、後世への連続と断絶を考察し、さらには近世の軍事技術革新によるそれらと在地支配の
態様の変化についても展望する。 
 
３．研究の方法 
本研究では東インド諸地域、すなわちベンガル、アッサム、ビハールに関わる碑文およびプ

ラーナやカーヴィヤなどの文献史料から、武力／暴力の描写、特に王権と従属支配者層による
武力行使の叙述、彼らに軍事力を提供したチャータ・バタなどの名で呼ばれる傭兵・下位武装
集団についての記述を抽出・分析し、それらを同時代他地域の碑文および文学史料の記述と比
較・対照することで中世初期北インド全体の文脈に位置付け直して東インドにおける武力と武
装集団の在り方の特徴を捉え、それらと農村権力関係との関わりを明らかにする。研究に当た
っては北インド各地での現地調査により未公表碑文および既発表碑文の撮影とそれらの校訂・
再校訂を進めるとともに、インド、バングラデシュおよび欧州各機関での研究発表によってフ
ィードバックを得ることにも努める。 
 
４．研究成果 
 本研究の主な成果としては、以下の３点が挙げられる。 
 
（１）中世初期ベンガルにおける従属支配者層の性格と王権との権力関係の解明 
 既出・新出の碑文およびサンディヤーカラナンディンのラーマチャリタを始めとする文献史
料の読解を通して、中世初期ベンガルにおける従属支配者層の性格と、彼らと王権との権力関
係の推移を解明した。５世紀第二四半世紀から６世紀半ばに至るグプタ朝によるベンガル支配
においては、下位地域ごとに在地の権力構造に対応した「変化のある適応」が見られたが、土
地保有農民層および都市有力者層の組織・権威に依存して州支配を行った北ベンガル下位地域
プンドラヴァルダナに対し、東インド下位地域サマタタにおいては、グプタ朝の宗主権を認め



る従属支配者による自律的な支配が行われた。５世紀にはその存在が確認される従属支配者た
ちは、６世紀以降半独立へと向かうが、その下では彼らにさらに従属する支配者たちが成長し、
上位支配者と交渉を行うようになっていった。グプタ朝滅亡後の６世紀後半に中央・南ベンガ
ルのヴァンガ、西ベンガルのラーダおよびプンドラヴァルダナに登場した独立の下位地域王権
の下で国家権力の存在が強まる中、従属支配者層はその一部として台頭し、識字層と合同して
農村社会でのドミナンスを強めていた土地保有有力者層と対峙しつつ、次第にそれらを圧倒し
ていった。東ベンガルでは７世紀にサマタタおよびその北に位置するシュリーハッタの辺境へ
の農耕拡大が進む中で、半独立の従属支配者たちが名目的に上位君主の宗主権を認めつつ実質
的な在地支配を進めていたが、自身に従属する下位支配者達との交渉を余儀なくされていた。
一方、東インドでも農業開発が進んだサマタタ西部およびヴァンガにおいては、開発による資
源基盤の安定により支配を強化した独立王権の下で、従属支配者を階層化された土地関係に上
位地権保有者として包摂していく傾向が認められた。 
 ８世紀以降、北・西ベンガルを支配したパーラ朝、東ベンガルを支配したチャンドラ朝がそ
れぞれ地域王権として成立すると、国家による農村社会の支配が強化された。その中で支配の
一翼を担った従属支配者層の活動は、パーラ朝初期、９世紀に顕著であった。彼らは商人・識
字エリート・土地保有有力者・部族首長・他の王朝の分派など様々な社会層を出自としながら、
軍事奉仕を中心とするパーラ朝王権との関係と一定の領域支配を権力基盤としていた。その武
力の基盤にはある程度の幅が認められるが、部族首長・他王朝の王族などで同族集団の動員が
認められる他は、他地域出身者やカシャなどの森林・山岳部族民を含むチャータ・バタと呼ば
れる傭兵への依存が想定される。これらの従属支配者層とパーラ朝王権との緊張関係および交
渉が、銅板文書に記録された彼らの活動から読み取られる。彼らは自身の領地内に宗教施設を
建立し、それらへの王権による村落等の施与を申請しているが、そこには宗教的権威による自
己の在地支配強化に加え、宗教的施与の名目で支配領域の一部を囲い込んで王権の干渉から遮
断し、合法的に王権の権威を蚕食する意図が認められる。王権が建立した大仏教僧院に従属支
配者が施設を建立し、それらへの自己領土内の土地施与を申請することで王権との紐帯を強化
しようとする事例もあるなど、両者の関係は複雑なニュアンスを含んでいたが、次第に王権側
に権力バランスが傾いていった。すなわち、王権は従属支配者による申請を却下する一方で宗
教施設の建立を進め、儀礼奉仕などで自己と密着したブラーフマナ達を村落施与を通して各地
に定着させ、また貨幣単位に基づく生産査定の導入により在地支配の強化を図ることで、従属
支配者層に対する優位を確立していった。しかし、このことは両者間の緊張を増大させること
となり、ブラーフマナらへの従属支配者層の反発やパーラ朝による支配強化に対する農村居住
者の反発、農民化した漁民として北ベンガル辺境に入植したカイヴァルタの成長と首長層の登
場などの様々な事象とも交錯し、11 世紀後半にカイヴァルタ反乱として爆発することとなった。
北ベンガルの従属支配者連合によるパーラ朝王権への反乱として勃発したカイヴァルタ反乱は、
ラーマパーラ王による西ベンガルおよびビハール東部の従属支配者層の動員により、当初は従
属支配者層で構成された軍隊どうしによる衝突として展開したが、末期にはカイヴァルタ首長
を支持するより広範な社会集団の参加と武力行使も見られた。反乱は鎮圧されたが、パーラ朝
王権の従属支配者層への依存が強まり、その中から台頭したセーナ朝によりパーラ朝は 12 世紀
後半に北ベンガルより放逐されることとなった。 
 12 世紀半ばに台頭し、一時的とはいえベンガルのほぼ全域を統合したセーナ朝の下では、パ
ーラ朝により始められた貨幣単位に基づく生産査定の包括的な導入などにより国家による農村
社会の支配が格段に強化された。その下では、独立を達成した一部の例外を除き、従属支配者
は王権の強固な支配下に置かれて階層化された土地関係における上位権益保持者として分散し
た地所を宛がわれるようになり、その自律的活動は見られなくなった。 
 以上のような従属支配者層と王権との権力関係の推移は、農村社会の階層化の進展とそれに
伴う農業発展形態の変化、農村経済の商業化、ブラーフマナらのアイデンティティー形成・ネ
ットワーク構築および権威確立などの様々な現象と繋がっていた。それらを関連させて中世初
期ベンガル社会の歴史変化を描いた単著として、Ryosuke Furui, Land and Society in Early 
South Asia: Eastern India 400–1250 AD (Routledge, 2019 forthcoming) が刊行される予定
であり、中世初期ベンガル、さらには南アジアの歴史変化を捉える新たな枠組を国際的な研究
の場に提示することが期待される。 
 
（２）近世東北インドにおける部族国家形成との比較可能性の模索 
 インド東北部アッサム州のジャヤンティア丘陵およびカチャール丘陵にて現地調査を行い、
それらの地域で近世に見られた国家形成の過程とそれ以前にベンガル地域が経験した社会変化
の過程との比較可能性および丘陵部の部族社会と平野部の定住農耕社会との交流の在り方につ
いて考察した。ジャヤンティア丘陵では 15 世紀に部族首長から王権への転換が見られたが、そ
こで鍵となったのは、外部からの神官招へいによる、ヒンドゥー的女神信仰の導入であった。
この過程においては、マハーラーシュトラからデーシュパンデー姓の識字層を招いて神官とし、
また巨石で示された部族の墓域と関わる丘陵上に寺院を築くなど、ヒンドゥー化以前の文化と
の複雑な交錯が認められた。一方で、現在博物館などに所蔵される武器類からは、中世初期に
カシャと総称され、近代にカーシーと称された丘陵部族民による武力の保持と、平地の王権に
対する傭兵としての軍事奉仕の可能性が示唆された。カチャール丘陵では、15 世紀に現在のナ



ガランド州ディマプルに興り、その後マイボン、さらには平野部のカースプルへと中心を移し
つつ、19 世紀初頭に滅亡するまで国家形成の過程を経たディマサ王国に関わる遺跡の調査を行
い、丘陵部の部族首長が、ブラフマニズム受容を通して王権として確立し、それに伴い他の部
族構成員と差別化された有力者がクシャトリヤを自称する土地保有武人層を形成していく過程
を跡付けた。そこでは、王権の象徴としての剣の獲得にまつわる伝承の形成とそのレガリアと
しての設定、王権を守護する神格としての女神信仰の受容と寺院の建立などの王権正統化の機
構が、ベンガル側から移住してきたブラーフマナらの媒介により確立されていった。 
 以上のような近世東北インドの政治権力およびその支持基盤に関わる調査・研究は直接中世
初期ベンガルと関わるものではないが、現代に近く未だ史料・遺物面でアクセスが可能な事例
として、より古い時代に同様の変化があった可能性および相異を考察する上での比較対象を提
供し、また中世初期諸史料の解釈を深めるものであった。 
 
（３）碑文の校訂・再校訂による史料の拡充 
 以上のような従属支配層と彼らの武力に関わる研究を進めつつ、それに関わる諸碑文の校
訂・再校訂を進め、史料の拡充に努めた。それらのうち、パーラ朝最末期の王、ゴーパーラ４
世とマダナパーラに関わる２点の銅板文書は、パーラ朝が 1165 年に至るまで北ベンガルに支配
領域を確保していたことを証明するとともに、幼少時に即位したゴーパーラ４世の摂政となっ
た叔父のマダナパーラがその後王位を簒奪し、北ベンガルの別地域に勢力を維持したゴーパー
ラ４世、北ベンガル南部に支配を拡大しつつあったセーナ朝のヴィジャヤセーナと三つ巴の抗
争を繰り広げていたこと、その中で残された領域の支配を強化すべく行政機構の再編を図って
いたことを示唆するものであった。もう１点のパーラ朝銅板文書である 10 世紀前半に属するラ
ージュヤパーラの銅板文書は、現存する同王唯一の文書の再校訂であるが、同年中に文書を修
正した形跡と、それを再確認した文言が末尾にあるなど、文書行政上重要な文書であった。６
世紀初頭に属するヴァイニヤグプタの銅板文書は、100 年近く前に発行されたナータチャンド
ラの銅板文書をそのまま写して内包し、それによりなされたアージーヴィカ教徒への土地施与
を認めたもので、歴史をたどることの難しいこの教団の足跡を明らかにするとともに、５世紀
から６世紀にグプタ朝の宗主権を認めつつ東ベンガルを支配した従属支配者権力の在り方と、
その下で進行した同地の農業開発に関する情報を提供する貴重な史料であった。 
 以上のような碑文の校訂・再校訂および解釈の提示は、国際的研究者コミュニティーに対し
て新たな、より信頼できる一次史料を提供する意義がある。加えて、８世紀のチッタゴン地域
と関わるバングラデシュ国立博物館所蔵の金属壷銘についても、その内容解釈を提示し、カシ
ャの居住地であったと思われるカシャマカと呼ばれる地域での、王権を中心とする国家形成と
農業開発、仏教サンガによる土地集積について論じた。その内容は ‘Bangladesh National 
Museum Metal Vase Inscription of the Time of Devātideva and its Implications for the 
Early History of Harikela’, Puravritta, 2, 2019 として刊行予定である。こちらも、既発表碑
文に対してより適切な解釈を提示し、それに基づく研究の進展に資するものである。 
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